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犬は、猟犬や番犬として飼われ、昔話や諺にも数多く登場するなど、古来より身近な動物として人々

に親しまれてきました。犬の玩具は、子どもの魔除け、安産のお守りとして信仰され、土人形や張子に

よりいろいろな形のものが作られてきました。江戸・名古屋などの犬張子、奈良の法華寺の守り犬など

が代表的なものです。伏見人形の「犬」には、坐り犬、立ち犬、犬乗り童子、真向犬、睦犬などの形が

あります。

当館蔵（京都文化博物館管理） 朏
みかづき
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▲「犬乗り童子」（高さ20.5cm）

目

次



－2－

ccccccccccccccccccccccccccccc

府民の皆様、新年あけましておめでとうございます。

21世紀の新たな扉が開かれて、はや６年を迎えます。

景気や雇用は以前に比べ明るい兆しが見えてきたといわれていますが、昨年は、子供た

ちの悲惨な事件が相次ぎ、ご家族やご親族の方々には、心よりお悔やみ申し上げます。ま

た、アスベスト被害や建築確認申請の偽造問題など、日々の暮らしを脅かす事件が続発す

る中で、今までの日本を支えてきた安心で安全な社会、豊かな心をもった家庭と地域とい

ったイメージが薄らいでいく危機感を持たざるをえない１年でありました。

こうした中、京都府では、何よりもまず府民の皆様の地域での安心・安全を確保するこ

とに全力を挙げて取り組んでまいりました。加えて、少子高齢化や治安の問題など様々な

課題に立ち向かい、府民の皆様の暮らしと生命を守るためには改めて「挑戦しなければ前

進なし」という気概で、これまで以上に一歩「歩み」を進めたところから行動しなければ

ならないと、誓いを新たにしているところであります。

しかし悲観的なことばかりではありません。昨年は、地球温暖化防止に向けた「京都議

定書」が発効した年でありましたし、京都迎賓館の開館を機に多くの要人が入洛され、

「京都」を世界にアピールする中、観光は大変好調に推移するなど、「京都」の持つ魅力が

発揮された１年でもありました。

私たちの「京都」は、豊かな自然環境との共生の精神を育み、世界に誇る伝統と文化を

もち、独創的な人材やものづくりの歴史・風土を培ってきました。日本が世界と交流する

舞台として多くの人たちが集う「京都」は、「人」「もの」「情報」が国内外をめまぐるし

く行き交い、日本のアイデンティティが問われる現代にあって、日本の未来を担う大きな

可能性を秘めている地であると思います。

京都のもつこうした可能性を開花させ、京都の育んできた人の心を大切にすることによ

り地域の力を再構築していくため、私は人と人との間にあるものを今一度見直す中で、

「人・間
に ん げ ん

中心」の京都づくりを、府政運営の基本に据え進めてきました。

これからも弱い立場にある人に配慮しながら、伝統やものづくりの中小企業、世界に誇

る文化・学術を担う人々、農林水産業など今日の自然の恵みを紡ぎ出す人々など、「京都

の力」を具現化している多くの人々との連携の下、「信頼」と「絆」を大切にすることを

通して、府民一人ひとりが未来に希望のもてる安心で安全な、そして元気な「京都」づく

りに、全力をあげて取り組んでいく決意でおりますので、引き続き本年も、京都府政への

変わらぬご支援をお願いいたします。

結びにあたり、府民の皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。
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平成18年知事年頭あいさつ

「信頼」と「絆」できずく安心・安全な
「京都」づくり

京都府知事
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10月14日から当館の蔵書検索端末ＯＰＡＣが

変わりました。同じ画面が当館のホームページ

（http://www.pref.kyoto.jp/shiryokan/）の【図

書検索】でもご覧になれます。このＯＰＡＣで、

府立図書館の蔵書も検索できます。

ＯＰＡＣの資料検索方法について説明します。

１　検索条件入力画面

・検索項目には、［書名］［著者］［出版者］［一

般件名］［個人件名］が表示されています。□▼

をクリックすると、［分類］［地理区分］に変更

できます。

・検索項目(［書名］から［個人件名］)は、「ヨ

ミ」または「表記（漢字）」で検索できます。

「ヨミ」はカタカナ、ひらがな、どちらでも可

能です。

・絞り込み条件として出版年が指定できます。

西暦＋月で入力して下さい。西暦年だけでも検

索できます。 例）200301～200312

［件名］…資料の内容等を的確・簡明に表し

た言葉。『基本件名標目表』をご覧くださ

い。

［分類］…資料をその内容に合わせて10進法

で展開して０～９のアラビア数字で表した

もの。『日本十進分類法』をご覧ください。

［地理区分］…京都府内の地域を英数字で分

類したもの。ＯＰＡＣの横に備えている『京

都府内地理区分表』または検索画面の【Ｈ

ＥＬＰ】を参照してください。

２　検索例

ある内容に関する資料を探す時は、書名での

検索の仕方を工夫したり、書名以外の項目でも

検索してみてください。また、検索結果が多す

ぎる場合は、複数の項目を組み合わせて絞り込

む等、色々な検索を試してください。次に簡単

な検索例を紹介します。

①［書名］

正確な書名が分からない場合は、短い単語で

検索してください。継続的に発行されている資

料は、書名が改題されている可能性もあります。

例えば、『路線価図』なら「路線価」という単

語で検索してください。改題前の『路線価設定

地域図』も出てきます。

②［著者］［出版者］

具体的な書名が分からない場合、例えば、

1990年代後半に京都国立近代美術館で行われた

展覧会の図録が見たいという場合は、[著者]か

[出版者]に「京都国立近代美術館」を入れて検

索してください。[出版年]に「1995～1999」を

入れると、さらに絞り込めます。

③［分類］

探している単語を書名に含まない資料を探す

には分類検索も有効です。「鞍馬の火祭」に関

する資料を探す場合、[分類]に「386.162(＝京都

の年中行事・祭礼)」を入れて検索すると、書

名に「鞍馬」「火祭」といった単語を含まない

資料も見つかる可能性があります。

④［件名］

探している単語を書名に含まない資料を探す

もう１つの方法として有効です。 [件名]に「住

宅地図」を入れて検索してください。『全商工

住宅案内図帳』も出てきます。

＊件名を入力していない資料もあるので、件名

での検索ができない場合もあります。

⑤［地理区分］

京都府内の特定の地域に関する資料を探すの

に有効です。「向日市の都市計画」に関する資

料を探したい場合、[件名]に「都市計画」や

「都市政策」を入れ、[地理区分]に「241＝向日

市」を入れることで絞り込めます。

＊[分類]や[件名]は、その資料を書名等で検索

したときに表示される【資料詳細】画面の

「ＮＤＣ分類記号」や「一般件名」を参考に

するのも１つの方法です。

蔵書検索端末が変わりました
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京都府域には、江戸時代に、淀・亀岡・園

部・山家・綾部・福知山・舞鶴・宮津・峰山の

九つの藩がありました。「藩」は一万石以上の

大名の領地、あるいはそのなかにある村・町等

を統治する機構をいいます。それは幕府の全国

政権に対して地方政権であり、幕府と藩による

政治体制は幕藩体制といわれています。今日の

社会的テーマとなっている地方分権の先駆けと

いえる体制でもありました。またこの時代は２

世紀半にわたり平和で、成熟した文化が生み出

されました。

この展覧会は、府域にあった藩の全般を、①

「戦国時代の終息」、②「京都府域の藩」、③

「藩の機構」、④「移
い
封
ほう
・江戸・幕府」、⑤「明

治維新・京都府」、⑥「藩の文芸」に分けて、

関係資料で紹介するものです。

①は、戦国時代を終息させ、江戸時代を開い

た織田信長、豊臣秀吉、徳川家康と、天下分け

目の関ヶ原の戦い、近畿の藩の新しい配置のき

っかけとなった大坂の陣を紹介します。

②は、各藩を、城絵図（写真１・２）、陣屋

絵図（写真３）、武家屋敷絵図（写真４）、古写

京 都 府 域 の 藩
－淀・亀岡・園部・山家・綾部・福知山・舞鶴・宮津・峰山－

▲写真２　亀山（亀岡）城絵図

会　　期　　平成18年３月４日（土）～４月９日（日）（３月８日（水）、３月21日（祝）は休館）

午前９時～午後４時30分

会　　場　　京都府立総合資料館　２階展示室（入場無料）

■列品解説 ３月11日（土）、25日（土） 午後２時～　（事前申込不要）
■記念講演（府民講座）
◇３月16日（木）午後２時～
笠谷和比古氏（国際日本文化研究センター教授）
演題「京都府域の九藩－幕藩体制におけるその地政学的位置－」
◇３月22日（水）午後２時～
辰巳幸司氏（宮津市歴史資料館主任）
演題「宮津藩文政一揆と沢辺北溟（仮題）」
◇３月30日（木）午後２時～
山田洋一（当館職員）
演題「近世『徳川領国』と京都府域の藩（仮題）」
※受講ご希望の方は、受講希望日、住所、氏名、電話番号を明記し、３日前までに、は
がき、ＦＡＸ又はメールでお申し込みください。＊満席で受講をお断りする場合のみ連絡します。
〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町1-4 京都府立総合資料館 庶務課
TEL 075-723-4831 FAX 075-791-9466 ﾒｰﾙ shiryokan-shomu@mail.pref.kyoto.jp
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真、藩主肖像画等により紹介します。

③は、藩主、藩士、軍事を担当する番方、行

政を担当する役方に分けて紹介します。番方で

は砲術の演習図（写真５）、役方では郡奉行所

が所蔵していた業務に関わる写本（写真６）、

財政にかかわる藩主の書状（写真７）等を展示

します。

④は、領地が移される移封、参勤交代（写真

８）、江戸藩邸、藩主が勤めた幕府の役職（老

中、駿府加番

等）を紹介し

ます。

⑤は、明治

政府の地方行

政組織となっ

た藩と廃藩置

県を経て

藩領が京

都府へ合

併されて

いく状況

を紹介します。

⑥は、藩主、藩士が作成した

書、絵画（写真９）、地誌（写

真10）、学問の成果を紹介しま

す。

近年、府内の市町村合併も進

み、社会の枠組みが大きく変わ

ろうとしています。府域の藩を

ふり返ることによって、京都府

の歴史に親しみ、京都府の未来

を考えていただく機会に、さら

に当館を一層に利用していただ

く契機になれば幸いです。

※藩名は現在の地名によっていま

す。なお、明治２年、亀山は亀岡

に、田辺は舞鶴に改名されました。

▲写真８　園部藩主参勤交代行列図

▲写真４　峰山廓内絵図

▲写真７　綾部藩主九鬼隆都書状

▲写真６　公裁私記（舞鶴藩郡奉行所）
【寄託「谷口家資料」】

▲写真３　山家陣屋跡地之図

▲写真９朽木公
御画（福知山藩）

▲写真10 丹哥府志（宮津藩）

▲写真５　城州綴喜郡飯岡邑炮術遠町画図（淀藩）
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故小林政治氏（号 天眠・1877-1956）にかか

る天眠文庫関係資料群（近代文学資料）につい

ては、整理のため非公開としていましたが、本

年３月１日から、関係資料のうち写真、図書及

び雑誌の分野約５千点を公開します。

天眠は、青年時代に

文学を志し、のち大阪の

実業界で名を馳せ、晩

年は安住の地を京都に

求めますが、その生涯

を通して文学に関わり

続けます。

19歳のときに「天眠」

「橘吉」等の名で小説を

書き始め、以後６年間

に30編もの小説を書き上げ、「よしあし草」等

の雑誌や有力新聞「万朝報」に掲載されます。

この間、発起人となって設立した浪華青年文学

会が縁となり、与謝野鉄幹、晶子との一生涯の

親交を結びます。

一方、実業家としての小林政治は多忙を極め、

大阪に毛布問屋を開業し、心斎橋筋に店を構え、

全国の業者の間でも認められる存在となってい

きます。その後大阪変圧器株式会社（現・ダイ

ヘン）を設立する等、実業界での成功者となっ

ていきます。

このことは、文学青年との決別のときでもあ

りましたが、事業の順調、不調の時期を問わず

文学への関心を持ち続け、諸経費を切りつめな

がら、鉄幹、晶子をはじめとする文人たちの支

援を続けます。特に、雑誌「明星」を支援し続

けたことは有名で、明治36年から５年間の第Ⅰ

期明星には、破格の広告料で小林商店の広告を

掲載し、第Ⅱ期、第Ⅲ期にも関わります。また、

自らが設立した出版社「天佑社」で知り合った

多くの文人、文学者との親身な交流を続けてい

きます。天眠の温かく大きなスケールの人格に

引きつけられるように、これらの交流は、その

ほとんどが一生涯を通したものとなります。

天眠文庫関係資料は、このような天眠翁の生

涯において、自然と蓄えられた資料で構成され

ていることが大きな特徴です。すなわち、翁や

その家族に、文人等本人から渡ったもの（資料）

であるため、創作活動の背景などが生き生きと

した生活感情のなかに表されており、研究資料

として大きな価値を持っています。

翁の長女で、残された資料の整理と保全に心

をつくされた植田安也子氏を代表とするご遺族

７名の方々から、与謝野晶子・鉄幹関係の資料

を中心とした、翁ご自身が命名された「天眠文

庫」をご寄付いただき、その後、植田安也子氏

の長女池田真理子氏からは、翁が残された明治

期の関西文壇の足跡を示す貴重な資料等膨大な

資料群をご寄贈いただきました。

また、翁の孫小林昭治氏からは出版史上、重

要とされる天佑社の図書を含む翁の旧蔵書をご

寄贈いただいています。

これらの天眠翁にかかる資料を紹介するため

二度の展覧会を開催しましたが、この度、整理

が整った写真、図書、雑誌類について公開を行

うこととしました。

なお、これからも整理が終わりました分野か

ら順次公開していきたいと考えています。

＊資料名については資料の伝来などから別表の

とおり資料名を附し、全体を「天眠文庫関係

資料」としました。

※天眠文庫資料等近代文学資料は、調査研究を

目的とする場合に閲覧できます。また、事前

に予約が必要です。詳細は、歴史資料課史料

普及担当（075-723-4834）までお問い合わせ

ください。

※今回公開対象は写真資料等約５千点です。

天眠文庫関係資料の第一次公開
写真、図書、雑誌類 ３月１日から

歴史資料課の窓から

▲小林政治氏（天眠）

区　　　分 点　数

別 天眠文庫関係資料 19,330点

「天眠文庫」資料 557点

表 「小林天眠文庫」資料 18,282点

小林天眠旧蔵図書資料 491点

４月14日（金）午後２時～

演題「与謝野寛・晶子夫妻と小林政治

（天眠）―生涯を通じての畏友として―」

講師　黒川直則（元当館次長）

※申込方法は４頁をご覧ください

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
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記念講演（府民講座）
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◆図書資料
〈京都〉
京都格別な寺 宮元健次著　光文社　2005
241p

宮都のロマン 長岡京発掘50年の成果　京都新
聞社編　京都新聞出版センター　2005 127p

裂かれた大地 京都満州開拓民　二松啓紀〔著〕
京都新聞出版センター　2005 237p

京都人は日本一薄情か 落第小僧の京都案内
倉部きよたか著　文芸春秋　2005 252p

京都発しなやかな道徳教育 河合隼雄編著　創
元社　2005 166p

京の和菓子 暮らしを彩る四季の技　辻ミチ子
著　中央公論社　2005 198p

台風23号災害と水害環境 2004年京都府丹後
地方の事例　植村善博著　海青社　2005 103p
寄贈

京都で「建築」に出会う 見るおもしろさ、知
る楽しみ　西和夫著　彰国社　2005 210p

織の四季 京の365日　藤井健三著　京都新聞
出版センター　2005 199p

京都府文学全集 第１期小説編第１～６巻　河
野仁昭編集主幹　郷土出版社　2005 ６冊

〈人文〉
図書館ハンドブック 第６版　日本図書館協会
ハンドブック編集委員会編　日本図書館協会
2005 652p

源氏物語細流抄 三条西公条自筆稿本　三条西
公条著　龍谷大学　2005 616,83p (龍谷大学
善本叢書　龍谷大学仏教文化研究所編) 寄贈

全国自治体データブック ｢平成の市町村合併」
対応版　2005 ぎょうせい編刊　2005 444p

図書館情報大学史 25年の記録　筑波大学大学
院図書館情報メディア研究科編刊　 2 0 0 5
17,372p 寄贈

西大寺古絵図の世界 佐藤信編　東京大学出版
会　2005 348p

文化史学の挑戦 笠井昌昭編　思文閣出版
2005 677p

正倉院文書論集 西洋子編　青史出版　2005
350p

日本荘園史の研究 阿部猛著　同成社　2005
324p

菅原道真事典 神社と神道研究会編　勉誠出版
2004 535p

西洋美術作品レファレンス事典 絵画篇19世紀
中葉以前　日外アソシエーツ編刊　2005  1027p

草間彌生 草間彌生作　東京国立近代美術館
2004 298p 寄贈

20世紀の絵画 東京国立近代美術館所蔵名品
選　東京国立近代美術館編　光村推古書院
2005 309p 寄贈

織物構造図典 組織と技法　鈴木三八子著　日
本織物文化研究会　2005 ２冊

芹沢 介展 生誕110年 芹沢 介作　朝日新聞
社　2005 322p 寄贈

上方能楽史の研究 宮本圭造著　和泉書院
2005 776p (研究叢書)

〈官庁〉
きょうとの産業連関表 平成12年　京都府総務
部統計課編刊　2005 164p

明治前期全国府県別統計集成　14 明治前期
滋賀県京都府の統計　藤井隆至編　東洋書林
2001 １冊　寄贈

京都府産業の展望 2005年版　京都府中小企業
総合センター編刊　2005 491p

市政総合アンケート報告書 平成17年度第１回
京都市総合企画局市長公室広報課編刊　〔2005〕
74p 寄贈

丹波町五十年の肖像 丹波町合併50周年記念誌
丹波町編刊　2005 55p 寄贈

京都議定書目標達成計画 地球温暖化対策推進
本部事務局編刊　2005 １冊　寄贈

21世紀成年者縦断調査 第２回(平成15年) 厚
生労働省大臣官房統計情報部編刊　2005 324p

医療白書 2005年版 日本医療企画 2005   462p

国民生活白書 平成17年版　内閣府編　国立印
刷局　2005 300p

食糧問題ニ關スル調査項目及食糧品ノ供給特ニ
生産増進方策ノ参考案 昭和２年10月　人口食
糧問題調査會幹事編刊　〔1927〕 4,147p

鉄道要覧 平成17年度　国土交通省鉄道局監修
電気車研究会　2005 474p

◆文書資料(新しく公開する資料)
山城八郡石高帳 山城国の村毎(除愛宕郡･葛野
郡)の領主･石高を書き上げたもの｡明和９(1772)
年写｡１点｡

京都武鑑 京都所司代･京都町奉行等､近世の京
都関係幕府役人の名簿｡弘化４(1847)年版｡１点｡

京都出火之次第 天明８(1788)年の大火について
記したもの｡１点｡

北袋屋町文書 北袋屋町(現在の下京区船鉾町)
の祇園会についての元禄～文化年間頃までの記
録､天保13(1842)年の祇園会質素倹約帳｡２点｡

比叡山山上絵図 京都側から見た比叡山絵図｡
近世期の状況と思われる｡１巻｡

上洛旅宿関係資料 文久３(1862)年に14代将軍
徳川家茂が上洛した際の御供の役人等の旅宿先
や経費に関わる資料｡２点｡

鍜蛙鍜蛙

最近の収集資料から（平成17年９月～11月）
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大橋慎三書状 土佐藩士大橋慎三が岩倉具視宛
に記した書状｡明治初期の新政府の諸問題につ
いての意見等｡24点｡

清涼寺四拾八日別時納并遣日記 織田信長の供
養のために行われた慶長19(1614)年の別時念仏
にあたっての諸費用等の覚｡後年の写｡１点｡

藍商社文書 京都藍商社の書類｡明治３～８年｡
14点｡

聚楽村文書 嘉永３(1850)年聚楽村（中京区）
の若者の喧嘩の一件ほか｡２点｡

七条校建築入札見積書 西七条村(下京区)の七
条小学校の建築に関わる資料｡明治18年｡１点｡

丹波関係資料 南桑田郡第７組金岐村(亀岡市)
の資料ほか「桑下漫録」の抜粋､「丹波国古記」
など丹波地域に関する資料｡８点｡

剣術書 文化２(1805)年の剣術免状｡１点｡

妖怪絵巻 妖怪の婚礼から出産までを表したも
の｡明治３年写｡１巻｡

大塩平八郎倅格之助乱妨日記ノ写 明治11年３
月の出版物の手書写｡幕末の事件の後年の記録｡
１点｡

文治二年古写経 文治２(1186)年の奥書のある
古写経｡１点｡

大恩寺町文書 大恩寺町(中京区二条室町西入)
の記録類｡天明５(1785)～明治27年。５点｡

日吉町四ツ谷区文書 五ケ荘村四ツ谷区（現南
丹市日吉町）に関する書類。海老坂玉岩地蔵
堂､岡安神社の修繕諸経費の一件､区費・諸経費
等｡明治11～昭和10年｡255点｡

<訂正>10月号で紹介した北川家文書について
誤｢東山区｣→正｢左京区｣

◎ 平成17年度の見学会を、11月16日、17日の

両日実施し、156名の会員の皆さんの参加を

得て、奈良市の奈良市写真美術館、秋篠寺、

大和郡山市の慈光院を

訪ねました。

天気にも恵まれ、鄙

びた景色に心和む一日

を楽しみました。

発行 京都府立総合資料館 〒606－0823 京都市左京区下鴨半木町１の４

京都府立総合資料館友の会（振替　01030－2－11991） TEL（075）723－4831 FAX（075）791－9466

○本誌に関するご意見・ご感想などを当館庶務課までお寄せください。

休館日 祝日（日曜日の場合は、その翌日）、

毎月第2水曜日、資料整理期､

年末年始（12月28日～1月4日）

【1月～3月の休館日】

12月28日（水）～１月４日（水）、１月９日（祝）、

１月11日（水）、２月８日（水）、２月11日（祝）、

３月８日（水）、３月21日（祝）

開館時間 午前９時～午後４時30分

交　　通 京都市地下鉄烏丸線・北山駅下車

市バス④、北８ 北山駅前下車

京都バス@8、$5、$6 前萩町下車

ホームページ http://www.pref.kyoto.jp/shiryokan/

利 用 案 内

日　誌（平成17年9月～11月）

19.22(金) 府民講座（第27回）

19.27(火) 第173回古文書相談

19.29(木)～10.13(木) 所蔵資料点検・整理

等のため臨時休館

10.19(水)～21(金)  収蔵展示室の一般公開

10.21(金)  府民講座（第28回）

11. 1(火)～12. 4(日) 第20回東寺百合文書展

11. 4(金)、11. 6(日) 閲覧室利用調査

11.22(火)  第174回古文書相談

11.30(水) 府民講座（第29回）

友 の 会 事 務 局 か ら

総合資料館府民講座のお知らせ

企画展「京都府域の藩」の記念講演を、３

月16日(木)、22日(水)及び30日(木)に開催し

ます。また、天眠文庫関係資料の第一次公

開の記念講演を４月14日（金）に開催します。

演題・講師等詳細は、４頁及び６頁をご覧

ください。

◆会　　費　年額　2,000円（４月～翌年３月）

◆申込方法　所定の申込用紙兼払込取扱票に必

要事項を記入の上、会費を郵便局

に払い込んでください。

◆受付期間　１月５日(木)～３月10日(金)

◆詳しくは友の会事務局（総合資料館庶務課内　

TEL 075-723-4831）までお尋ねください。

平成18年度「友の会」会員募集


